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正誤表表記説明

◎ ｺｰﾄﾞINDEXや項番などの修正の区切りを表す。

「 … 」差し替え ｺｰﾄﾞINDEXなどに対してｺｰﾄﾞ内容説明表などに全面差し替えがあったことを表す。
「 … 」修正 ｺｰﾄﾞINDEXなどに対してｺｰﾄﾞ記号、内容、意味などに修正があったことを表す。
「 … 」変更 ｺｰﾄﾞINDEXなどに対してｺｰﾄﾞ記号、内容、意味などに変更があったことを表す。
「 … 」追加 ｺｰﾄﾞINDEXなどに対してｺｰﾄﾞ記号、内容、意味などに追加があったことを表す。
「 … 」削除 ｺｰﾄﾞINDEXなどに対してｺｰﾄﾞ記号、内容、意味などに削除があったことを表す。

替） 差し替えの内容を示す。
誤） 間違えの内容を示す。
正） 間違えに対する正しい内容を示す。
前） 変更前又は追記前の内容を示す。
後） 変更後又は追記後の内容を示す。
追） 新たに追加された内容を示す。
削） 削除すべき内容を示す。
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　第Ⅱ章　データ項目一覧

３．データ項目一覧表

◎ ２．審判マスタ
「属性」、「桁数」修正
※　変更部分は赤字で表示しています。

誤）項番 レベル繰返 タグ名 属性桁数
コード
INDEX 項目内容 特 実 意 商 ﾏﾄﾞﾌﾟﾛ

313 3 court-branch-office 裁判所支部等 C 20 － ● ● ● ●

正）項番 レベル繰返 タグ名 属性桁数
コード
INDEX 項目内容 特 実 意 商 ﾏﾄﾞﾌﾟﾛ

313 3 court-branch-office 裁判所支部等 Ｋ ｍ － ● ● ● ●

標準項目名称

標準項目名称
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第Ⅲ章　コード表

２．コード表

◎ コードINDEX Ｘ００１０（データ項目一覧表に関する特記事項）
「※12　文献種別“Ｃ”または“Ｚ”の場合について」削除
削）
 「代表文献番号」項目の文献種別が"Ｃ"または"Ｚ"の場合には当該案件に「出願記事」は
存在しない。

◎ コードINDEX Ｂ０１６０（意匠分類）
「内容」変更
※　変更部分は赤字で表示しています。
前）
 　Ｄ1Ｄ2Ｄ3　　　　：　形態分類　　　　　英字・左詰、最大３桁

後）
 　Ｄ1Ｄ2Ｄ3　　　　：　形態分類　　　　　英字・左詰、最大３桁

　　　　　　　改正により平成１７年１月１日以降の出願日
　　　　　　（遡及日、優先権主張日を考慮した日）
　　　　　　　を持つ案件には付与されない。
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